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事業名 特定健康診査・特定保健指導事業 （所管：国保指導室 国保指導係）

継続（平成20年度）

１ 目 的
高齢者の医療の確保に関する法律第２０条及び２４条に基づき市町村国保が実施する特定健康診査及び

特定保健指導に要する費用の一部を負担するとともに，特定健康診査及び特定保健指導の適正かつ効果的
な実施について指導・助言を行う。
また，特定保健指導等に従事する保健師・管理栄養士等に対する研修を行う等，特定保健指導等の円滑

な実施及び推進を支援することにより，県民の健康保持増進の推進やＱＯＬの向上を図るとともに，ひい
ては国保医療費の適正化を図る。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

１ 特定健康診査等負担金 県 市町村の特定健康診査等の実施を指導・助言 県 10/10
事業 し，国民健康保険法第７２条の５に基づき，特

定健康診査等の費用の一部を負担する。

２ 保険者による健診・保健 県 特定健康診査及び特定保健指導について，各医 県 10/10
指導等推進支援事業 療保険者が企画・実践・評価を適切に行い，計 (一部

画的に推進できるよう支援する。 国1/2，
県 1/2)

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
１ 特定健康診査等負担金 千円 千円 千円 ％
事業 228,317 228,317 189,037 120.8

２ 保険者による健診・保 1,165 1,165 1,196 97.4
健指導等推進支援事業

計 229,482 229,482 190,233

１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造

Ⅰ 生涯を通じて安心して暮らせる社会づくり

第７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

１ 特定健康診査等負担金 ・負担金 228,129千円 ・負担金 193,173千円 ・負担金 134,708千円
事業

２ 保険者による健診・保  ｢特定健康診査・特  ｢特定健康診査・特  ｢特定健康診査・特
健指導等推進支援事業 定保健指導 推進研修 定保健指導 推進研修 定保健指導 推進研修

に係る実務者検討会｣ に係る実務者検討会｣の に係る実務者検討会｣の
の設置・運営 設置・運営 設置・運営
・実施回数：２回 ・実施回数：２回 ・実施回数：２回

 ｢特定健康診査・特  ｢特定健康診査・特  ｢特定健康診査・特
定保健指導 推進研 定保健指導 推進研修 定保健指導 推進研修｣
修地区別研修｣の開催 地区別研修｣の開催 の開催
・開催回数：８地区８ ・開催回数：８地区 ・開催回数：７地区
会場 ８会場 ９会場

 保険者支援  保険者支援  保険者支援
・保険者数：４３保険 ・保険者数：４３保 ・保険者数：４５保
者 険者 険者

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造

事業名 健康増進支援事業 （所管：健康増進課 がん対策・歯科保健係）

継続（平成20年度）

１ 目 的
生活習慣病等を予防し，県民の健康保持やＱＯＬの向上を図るため，健診，健康教育，健康相談等の健康

増進事業を実施する市町村の支援を行う。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

１ 健康増進支援事業 市町村 壮年期からの生活習慣病の予防等を目的とし 国 1/3
（鹿児島市 た，市町村が実施する健康増進のために必要な 県 1/3
含む） 事業に対し，健康増進法に基づき補助金を交付 市町村

する。 1/3

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

１ 健康増進支援事業 68,984 68,984 66,742 103.3

４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

健康増進法に基づき， 健康増進法に基づき， 健康増進法に基づき，
１ 健康増進支援事業 市町村が実施した保健事 市町村が実施した保健事 市町村が実施した保健事

業に対し，補助金を交付 業に対し，補助金を交付 業に対し，補助金を交付

1 健康手帳の交付 1 健康手帳の交付 1 健康手帳の交付
2 健康教育 2 健康教育 2 健康教育
3 健康相談 3 健康相談 3 健康相談
4 健康診査 4 健康診査 4 健康診査
5 機能訓練 5 機能訓練 5 機能訓練
6 訪問指導 6 訪問指導 6 訪問指導



- 30 -

事業名 健康づくりかごしま総合対策事業 （所管：健康増進課 健康増進栄養係）
（所管：健康増進課 がん対策・歯科保健係）

継続（平成19年度）

１ 目 的
がん，糖尿病等の生活習慣病は県民の健康阻害の大きな要因となっていることから，予防啓発や早期発見

・早期治療の促進，さらには医療体制の整備を図るとともに，健康づくりを支援する環境づくりを推進する
ことによって，県民の健康寿命を延伸させる。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

１ メタボリックシンドロー 県 肥満や糖尿病等の生活習慣病を予防・改善す 国 1/2
ム予防対策事業 るため，関係団体と連携して，生活習慣の改善 県 1/2

や健診受診率の向上を図るための普及啓発や人
材育成等健康づくりの環境整備を行う。

２ がん克服総合推進事業 県 がん予防の推進，がん医療の均てん化及びが 国 1/2
んの早期発見・早期治療等の促進を図る。 県 1/2

(一部県10/10)

３ がん医療提供体制緊急整 県 がん医療均てん化の推進を図るため，地域が 国 1/2
備事業 ん診療連携拠点病院の整備に要する経費を一部 県 1/2

支援する。

４ 肺がん早期発見促進事業 県 肺がんによる死亡を減少させるため，発見率 県 10/10
の高い低線量ＣＴによる肺がん検診に対する助
成を行うとともに，読影医など専門の人材を養
成し，肺がんを早期に発見できる体制を整備す
る

５ がん征圧全国大会開催補 県 がん征圧月間に開催されるがん征圧全国大会 県 10/10
助事業 の運営に対し補助する。

３ 予 算

県 予 算 額事 業 区 分 総事業費 備 考23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

１ メタボリックシンドロ 3,367 3,367 4,213 79.9
ーム予防対策事業

２ がん克服総合推進事業 13,453 13,453 13,666 98.4

３ がん医療提供体制緊急 24,000 24,000 4,000 600.0
備事業

４ 肺がん早期発見促進事 60,369 60,369 61,814 97.7
業

５ がん征圧全国大会開催 500 500 500 皆増
補助事業

計 101,689 101,689 83,693

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

１ メタボリックシンドロ ・かごしま健康イエロ ・かごしま健康イエロ ・かごしま健康イエロ
ーム予防対策事業 ーカードキャンペー ーカードキャンペー ーカードキャンペー

ンの展開 ンの展開 ンの展開
〔強化月間（10月） 〔強化月間（10月） 〔強化月間（10月）
の主な取組〕 の主な取組〕 の主な取組〕

・ポスター等の作成 ・ポスター等の作成 ・ポスター等の作成
・健康かごしま２１推 ・健康かごしま２１推 ・健康かごしま２１推進
進セミナーの開催 進セミナーの開催 セミナーの開催

4地域で４回 5地域で5回開催 4地域で4回開催
・地域健康づくり推進 ・地域健康づくり推進 ・地域健康づくり推進
事業の実施 事業の実施 事業の実施

・「かごしま食の健康 ・健康づくり指導者育 ・健康づくり指導者育
応援店」の拡大 成研修会の開催 成研修会の開催

・「職場の健康づくり （運動を活用した （運動を活用した
賛同事業所」の拡大 健康づくり指導 健康づくり指導
・支援 者の人材育成） 者の人材育成）

・「かごしま食の健康 ・「かごしま食の健康
応援店」の拡大 応援店」の拡大

・「職場の健康づくり ・「職場の健康づくり
賛同事業所」の拡大 賛同事業所」の拡大
・支援 ・支援

２ がん克服総合推進事業 ・がん対策推進協議会 ・がん対策推進協議会 ・がん対策推進協議会
の開催 の開催 の開催

・がん予防の普及啓発 ・がん予防の普及啓発 ・がん予防の普及啓発
・がん検診均てん化研 ・がん検診均てん化研 ・がん検診均てん化研
修会の開催 修会の開催 修会の開催

・がん登録100％推進事 ・がん登録100％推進事 ・がん登録100％推進事
業の実施 業の実施 業の実施

・ATL対策推進事業の実 ・ATL対策推進事業の実 ・ATL対策推進事業の実
施 施 施

・女性特有の疾患に関 ・女性特有の疾患に関
する普及啓発 する普及啓発

・女性の健康支援セミ ・女性の健康支援セミ
ナーの開催 ナーの開催

・がん患者相談・支援
事業

３ がん医療提供体制緊急 ・地域がん診療連携拠 ・地域がん診療連携拠 ・地域がん診療連携拠
整備事業 点病院の整備に要す 点病院の整備に要す 点病院の整備に要す

る経費の支援 る経費の支援 る経費の支援

４ 肺がん早期発見促進事 ・検診費助成対象者数 ・検診費助成対象者数 －
業 ８，０００人 １０，０００人

・助成単価 ・助成単価
検診費用の７割 検診費用の７割

５ がん征圧全国大会開催 ・がん征圧全国大会の
補助事業 運営に対する補助

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

６ 女性の健康サポート事 H22年度から廃止し,事業の一部を H22年度から廃止し,事業の一部を ・女性の健康支援セミ
業 ｢2 がん克服総合進事業｣において実施 ｢2 がん克服総合進事業｣において実施 ナーの開催

・マンモグラフィ撮影
技師等研修会の開催

・女性にやさしい医療
機関，女性の健康サ
ポート薬局の指定及
び女性の健康づくり
協力店の登録の拡大

・女性の健康づくり環
境整備検討委員会の
開催

７ 女性の生涯にわたる健 － －
康サポート事業

H21年度は｢7 女性の生涯にわた
る健康ｻﾎﾟｰﾄ事業｣と｢8 乳がん
死ｾﾞﾛ事業｣を統合し,｢6 女性の
健康ｻﾎﾟｰﾄ事業｣へ新規組替え

８ 乳がん死ゼロ促進事業 － －

９ 40才からの健康フェス － － ・「ねんりんピック鹿
ティバル開催事業 児島2008」の併催事

業として，健康フェ
スティバルを開催
・健康づくりに関する
広報活動
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事業名 健康かごしまデザイン２１推進事業 （所管：健康増進課 健康増進栄養係）

継続（平成13年度）

１ 目 的
地域・職域・学域保健の連携等により「健康かごしま２１」の推進を図る。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

健康かごしま２１推進協議会 県 地域・職域・学域保健の連携方策や効果的・ 国 1/2
効率的な健康づくり施策等について，健康関連 県 1/2
団体と協議する。

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

健康かごしま21推進協議会 1,686 1,686 1,686 100.0

４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

１ 健康かごしま２１推進 ・健康かごしま２１推 ・健康かごしま２１推 ・健康かごしま２１推
協議会 進協議会の開催 1回 進協議会の開催 1回 進協議会の開催 1回

・地域・職域・学域連 ・地域・職域・学域連 ・地域・職域・学域連
携推進委員会の開催 携推進委員会の開催 携推進委員会の開催

2回 2回 2回
・健康かごしま21地域推 ・健康かごしま21地域推 ・健康かごしま21地域推
進協議会の開催 進協議会の開催 進協議会の開催

9地域で9回 9地域で10回 9地域で11回
・市町村健康増進計画 ・市町村健康増進計画 ・市町村健康増進計画
策定支援 策定支援 策定支援

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
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事業名 栄養指導事業 （所管：健康増進課 健康増進栄養係）

継続（昭和22年度）

１ 目 的
専門的な知識及び技術を必要とする栄養指導を行うとともに，栄養士・調理師等給食担当者の栄養知識の

向上及び調理方法の改善等についての援助・指導等を行うことにより，県民の栄養状態の改善等を図る。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

１ 特定給食施設指導 県 特定かつ多数の者に対して継続して食事を供 県 10/10
給する施設に対し，巡回指導及び給食従事者の
研修を行う。
また，給食施設連絡協議会の育成・支援を行う。

２ 各種会議 県 全国，九州単位の健康増進関係会議等に出席 県 10/10
する。

３ 栄養士・調理師養成施設 県 栄養士・調理師養成施設の適正運営のための 県 10/10
指導及び免許事務 指導を行う。また，栄養士，調理師の免許証の

交付及び調理師試験を実施する。

４ 健康づくり協力員 県 市町村の事業や関係団体の活動を支援する健 県 10/10
康づくり協力員を設置する。

５ 調理業務従事届出事業 県 調理師法第５条の２の規定により，現に調理 県 10/10
業務に従事している調理師から調理業務従事届
出を求める。（隔年実施）

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

１ 特定給食施設指導 194 194 194 100.0

２ 各種会議 111 111 81 137.0

３ 栄養士・調理師養成施設指導及び免許事務 819 819 3,176 25.8

４ 健康づくり協力員 － － 677 皆減 H23～廃止

５ 調理業務従事届出事業 － － 36 － 隔年実施

合 計 1,124 1,124 4,164 27.0
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４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

１ 特定給食施設指導 個別指導 200施設(見込み) 個別指導 204施設 個別指導 168施設
集団指導 250施設(見込み) 集団指導 257施設 集団指導 195施設

２ 栄養士・調理師養成施 免許証交付見込み 免許証交付件数 免許証交付件数
設指導及び免許事務 栄養士新規262件(見込み) 栄養士新規250件 栄養士新規 230件

書換 96件(見込み) 書換 95件 書換 106件
再交付 23件(見込み) 再交付 26件 再交付 16件

調理師新規633件(見込み) 調理師新規604件 調理師新規 624件
書換 69件(見込み) 書換106件 書換 69件

再交付 74件(見込み) 再交付109件 再交付 70件

調理師試験の実施 調理師試験 調理師試験
受験願書受理見込数 受験願書受理数542件 受験願書受理数590件

548件 合格者 325人 合格者 370人
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事業名 健康増進センター管理運営事業 （所管：健康増進課 健康増進栄養係）

継続（平成13年度）

１ 目 的
県民の健康づくりを推進するため，市町村・保健所・医療機関等と連携して，個人の健康度・体力度に応
じた健康づくりを具体的に提案するとともに，健康づくりが安全にかつ効果的に実践されるよう指導・支援
を行う。また，鹿屋体育大学等と連携して，健康づくりに関する調査研究や情報提供を行う。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

健康増進ｾﾝﾀｰ管理運営事業 県 ・施設の管理運営について協定締結 県 10/10
指定管理者：(財)鹿児島県民総合保健ｾﾝﾀｰ

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

健康増進ｾﾝﾀｰ管理運営事業 170,220 170,220 168,819 100.8

４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

健康増進センター管理運営 ・健康づくり事業 ・健康づくり事業 ・健康づくり事業
事業 ・健康づくり処方・指 ・健康づくり処方・指 ・健康づくり処方・指

導事業 導事業 導事業
・健康づくり教室事業 ・健康づくり教室事業 ・健康づくり教室事業
・普及啓発 ・普及啓発 ・普及啓発
・健康づくりの場の提 ・健康づくりの場の提 ・健康づくりの場の提
供 供 供

・中核機能事業 ・中核機能事業 ・中核機能事業
・指導者育成・活動支 ・指導者育成・活動支 ・指導者育成・活動支
援 援 援

・調査研究 ・調査研究 ・調査研究
・情報提供 ・情報提供 ・情報提供
・関係機関との連携 ・関係機関との連携 ・関係機関との連携

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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事業名 ８０２０運動推進事業 （所管：健康増進課 がん対策・歯科保健係）

継続（平成８年度）

１ 目 的
県民の生涯を通じた口腔衛生意識の高揚等を図るため，８０２０運動推進協議会や各種研修会を開催する

ほか，県内各地域の８０２０運動推進員を活用して歯科保健に関する啓発活動に努める。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

①８０２０運動推進体制整備 県 ・８０２０運動推進協議会 国 10/10
事業 （保健所） ・地域８０２０運動推進会議 県 10/10

・地域歯科保健向上実践事業 国 10/10
・地域ぐるみ歯科保健対策推進事業 〃

②８０２０運動意識啓発事業 県 ・８０２０運動推進員活動支援事業 国 10/10
（保健所） ・歯周疾患予防対策事業 〃

③８０２０運動実践指導事業 県 ・訪問口腔保健指導 県 10/10
（保健所） ・フッ化物応用推進人材育成事業 国 10/10

・歯科保健専門現任研修 (基金)

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

①8020運動推進体制整備事業 4,784 4,784 4,007 119.4

②8020運動意識啓発事業 2,392 2,392 3,287 72.8

③8020運動実践指導事業 1,933 1,933 3,295 58.7

計 9,109 9,109 10,589 86.0

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

①8020運動推進体制整備事 ○8020運動推進協議会 ○8020運動推進協議会 ○8020運動推進協議会
業 ２回 ２回 １回

○地域8020運動推進会 ○地域8020運動推進会 ○地域8020運動推進会
議 各地域１回 議 各地域１回 議 各地域１回 ○

○地域歯科保健向上実 ○地域歯科保健向上実 ○地域歯科保健向上実
践事業 践事業 践事業
・地域歯科保健向上 ・地域歯科保健向上 ・地域歯科保健向上
実践検討会及び研 実践検討会及び研 実践検討会及び研
修会の実施 修会の実施 修会の実施
各地域１回以上 各地域１回以上 各地域１回以上

○地域ぐるみ歯科保健 ○地域ぐるみ歯科保健 ○地域ぐるみ歯科保健
対策推進事業 対策推進事業 対策推進事業
・地域住民と関係機 ・地域住民と関係機 ・地域住民と関係機
関と協働した歯科 関と協働した歯科 関と協働した歯科
保健の取組の試行 保健の取組の試行 保健の取組の試行

②8020運動意識啓発事業 ○8020運動推進員活動 ○8020運動推進員活動 ○8020運動推進員活動
支援事業 支援事業 支援事業
・8020運動推進員研 ・8020運動推進員研 ・8020運動推進員研
修会 各地域１回 修会 各地域１回 修会 各地域１回

○歯周疾患予防対策事 ○歯周歯科検診検診受 ○歯周病予防対策事業
業 診率向上対策事業 ・ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ対
・歯周疾患予防対策 ・意識調査を実施し 策連携モデル構築
活動事業 歯周疾患検診受診 事業

・歯周疾患検診支援 率向上に向けた対 糖尿病医と歯科医
事業 策を検討するとと との連携した治療

もに，未実施自治 を試行
体で歯周疾患検診
を試行

③8020運動実践指導事業 ○訪問口腔保健指導 ○訪問口腔保健指導 ○訪問口腔保健指導
各保健所 各保健所 各保健所

○フッ化物応用推進人 ○フッ化物応用推進事 ○フッ化物応用推進事
材育成事業 業 業
・保育士，幼稚園教 ・フッ化物洗口モデ ・フッ化物洗口モデ
諭，歯科専門職種 ル事業 ル事業
を対象とした研修 （大島，南薩， （大島，南薩，
会の実施 鹿児島，大隅） 鹿児島，大隅）

○歯科保健専門現任研 ４保育園で実施 ４保育園で実施
修 １回 ○歯科保健専門現任研

修 １回

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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事業名 ハンセン病対策事業 （所管：健康増進課 感染症保健係）

継続（昭和28年度）

１ 目 的
ハンセン病問題に対する正しい知識の普及啓発を行い，ハンセン病であった方々への偏見・差別の解消を

図ることにより，これらの方々の名誉の回復と社会復帰の促進を図るとともに，療養所入所者に対する相談
体制の充実を図り，社会復帰を支援する。また，ハンセン病療養所の入所者の親族で，生活困難である者に
対して生活援護を行う。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

１ ハンセン病対策事業 県 ・県内療養所の入所者及び県外療養所の本県出 県 10/10
身入所者に対する「ふるさとお楽しみ便」贈呈
・郷土新聞の送付
・広報による普及啓発
・親子療養所訪問
・県庁舎訪問・県内めぐりの実施
・ハンセン病啓発講演会
・各種相談

２ ハンセン病入所者家族 県 ・ハンセン病療養所の入所者の親族で，生活困 国 10/10
生活援護 難である者に対して生活援護を実施する。

３ 予 算

県 予 算 額事 業 区 分 総事業費 備 考23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

１ ハンセン病対策事業 5,046 5,046 5,017 100.6

２ ハンセン病入所者家族生 3,697 3,697 3,821 96.8
活援護

計 8,743 8,743 8,838 98.9

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造



- 40 -

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造

４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

１ ハンセン病対策事業 ・ふるさとお楽しみ便 ・ふるさとお楽しみ便 ・ふるさとお楽しみ便
の贈呈 の贈呈 307人 の贈呈 366人

・郷土新聞の送付 ・郷土新聞の送付 ・郷土新聞の送付
・広報による普及啓発 ・広報による普及啓発 ・広報による普及啓発
・県庁舎訪問・県内め ・県庁舎訪問・霧島め ・県庁舎訪問・霧島め
ぐりの実施 ぐりの実施 ぐりの実施
平成23年10月中旬 平成22年10月12～13日 平成21年10月26～27日

参加者36人 参加者38人
(星塚敬愛園２６人,奄美和光園５人, (星塚敬愛園２９人,奄美和光園４人,
多磨全生園 ２人，長島愛生園１人， 多磨全生園 ３人)
菊池恵楓園 ２人) ・親子療養所訪問

・親子療養所訪問 ・親子療養所訪問 星塚敬愛園:４３組の親子と教師１３０人
星塚敬愛園：参加予定者 １3０人 星塚敬愛園: 口蹄疫の影響を考慮し中止 奄美和光園: 7組の親子と教師 ２４人
奄美和光園：参加予定者 ３０人 奄美和光園: ９組の親子と教師 ３３人 ・ハンセン病普及啓発

・ハンセン病普及啓発 ・ハンセン病普及啓発 講師派遣 ７保健所
講師派遣 ６保健所 講師派遣 ７保健所 ・各種相談

・各種相談 ・各種相談 （相談窓口の設置等）
（相談窓口の設置等） （相談窓口の設置等）

・生活援護
２ ハンセン病入所者家族生 ・生活援護 ・生活援護 年間延67世帯67人
活援護 年間延72世帯72人 年間延72世帯72人
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事業名 原爆被爆者健康管理事業 （所管：健康増進課 疾病対策係）

継続（昭和32年度）

１ 目 的
原爆被爆者の特別な状態にかんがみ，被爆者の健康の保持・増進及び福祉の向上を図る。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

原爆被爆者健康管理事業 県 ・健康診断の実施 国 10/10
・各種手当の支給 (一部国8/10･
・被爆者相談事業の実施 県2/10)
・介護保険の福祉系サービスを利用する際の自 国1/2県1/2
己負担分の助成

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

原爆被爆者健康管理事業 520,570 520,570 546,192 95.3

４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

１ 健 康 診 断 一般検査 延べ 901人 一般検査 延べ 750人 一般検査 延べ 1,261人
がん検査 延べ 459人 がん検査 延べ 486人 がん検査 延べ 374人
精密検査 延べ 49人 精密検査 延べ 0人 精密検査 延べ 60人
二世検診 延べ 156人 二世検診 延べ 100人 二世検診 延べ 77人

２ 各 種 手 当 の 支 給 医 療 特 別 手 当 延べ 696人 医 療 特 別 手 当 延べ 473人 医 療 特 別 手 当 延べ 505人
特別手当 延べ 48人 特別手当 延べ 24人 特別手当 延べ 24人
健 康 管 理 手 当 延べ10,888人 健 康 管 理 手 当 延べ11,346人 健 康 管 理 手 当 延べ12,134人
保健手当 延べ 216人 保健手当 延べ 156人 保健手当 延べ 162人
介護手当 延べ 192人 介護手当 延べ 202人 介護手当 延べ 167人
葬 祭 料 延べ 56人 葬 祭 料 延べ 70人 葬 祭 料 延べ 46人

３ 被 爆 者 相 談 事 業 実施回数 26回 実施回数 26回 実施回数 26回

４ 介護保険利用被爆者助 訪問介護 1,716千円 訪問介護 1,680千円 訪問介護 1,972千円
成事業 通所介護 4,381千円 通所介護 3,759千円 通所介護 4,154千円

短期入所 1,405千円 短期入所 1,177千円 短期入所 1,251千円
施設入所 6,914千円 施設入所 7,160千円 施設入所 6,541千円
小規模多機能型 351千円 小規模多機能型 412千円

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造

事業名 心の健康づくり推進事業 （所管：障害福祉課 精神保健福祉係）

継続（昭和55年度）

１ 目 的
県民の精神的不安や悩み等の解消と精神的健康の保持・増進及び精神保健福祉思想の普及を図る。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

こころの電話 県 鹿児島県精神保健福祉協議会に委託して「こ 県 10/10
ころの電話」を設置し，相談員による無料の電
話相談を行う。

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

こころの電話 2,799 2,799 2,788 100.4

計 2,799 2,799 2,788 100.4

４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

こころの電話 － 相談件数 － 相談件数 1,719件
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事業名 自殺予防対策事業 （所管：障害福祉課 精神保健福祉係）

継続（平成21年度）

１ 目 的
総合的な自殺対策を推進するため，「県自殺予防情報センター」において，本県の自殺情報の収集や自殺

の背景・要因等に関する調査分析，自殺未遂者や自殺者親族等の相談等を行うとともに，医師を対象とした
研修会の開催や関係機関とのネットワークの強化等を図る。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

自殺予防対策事業 県 (1) 地域自殺予防情報センターの設置・運営 県 １/２
(2) 県自殺対策連絡協議会の運営 県 10/10
(3) 早期対応の中心的役割を果たす一般医師 県 １/２
等を対象としたうつ病対応に係る研修の開
催

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

自殺予防対策事業 3,018 3,018 2,997 100.7

計 3,018 3,018 2,997 100.7

４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

自殺予防対策事業 県自殺予防情報センターの運営 県自殺予防情報 県自殺予防情報
センター運営 センター設置・

運営
県自殺対策連絡協議会開催 県自殺対策連絡 県自殺対策連絡

協議会開催 協議会開催

一般医師等を対象としたうつ病対応 一般医師等を対 一般医師等を対
に係る研修会開催 象としたうつ病 象としたうつ病

対応に係る研修 対応に係る研修
会開催 会開催
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事業名 地域自殺対策緊急強化事業 （所管：障害福祉課 精神保健福祉係）

継続（平成21年度）

１ 目 的
県自殺対策緊急強化基金を活用し，関係機関の連携体制の整備及び人材育成，普及啓発等に係る事業を実

施し，本県における自殺対策の推進を図る。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

地域自殺対策緊急強化事業 県 (1) 対面型相談事業
(2) 人材育成事業
(3) 普及啓発事業
(4) 地域における自殺対策推進体制の整備に 国 10/10
係る事業

(5) 自死遺族支援に係る事業
(6) 市町村・民間団体への助成
(7) うつ病に対する 医療等の支援体制の強化
(8) ハイリスク者支援

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
地域自殺対策緊急強化事業 千円 千円 千円 ％

82,603 82,603 71,317 115.8

計 82,603 82,603 71,317 115.8

４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

地域自殺対策緊急強化事業 ①対面型相談事業，② 人材育成事 左記①～⑥に係 同左（民間団体
業，③普及啓発事業，④地域におけ る事業 への助成除く）
る自殺対策推進体制の整備に係る事
業，⑤自死遺族支援に係る事業，⑥
市町村・民間団体への助成，⑦うつ
病に対する医療等の支援体制の強
化，⑧ハイリスク者支援
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事業名 地域ケア・介護予防推進支援事業 （所管：介護福祉課 地域ケア・介護予防係）

継続（平成18年度）

１ 目 的
ＮＰＯ法人やサービス事業所，薬局など県内の様々な地域資源を活用して介護予防への取組を推進し，高

齢者の自立支援や生活の質の向上を図るとともに，地域支援事業及び予防給付の効果的かつ適切な実施を図
るため，地域包括支援センター職員等に対する研修等を実施するほか，地域支援事業に係る県負担金の交付
を行う。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

１ かごしま介護予防力強化事 県 ＮＰＯ法人やサービス事業所，薬局など県内 国 1/2
業 の様々な地域資源を活用して介護予防への取組 県 1/2

を推進し，高齢者の自立支援や生活の質の向上
を図る。

２ 地域包括支援センター職員 県 地域支援事業や予防給付の効果的かつ適切な 県 10/10
等研修事業 実施を図るため，地域包括支援センターの職員

等に対し研修を実施する。

３ 地域支援事業 県 市町村が実施する地域支援事業に係る県交付 県 10/10
金（介護予防事業12.5％，包括的支援事業・任
意事業20％）を交付する。

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年度比
千円 千円 千円 ％

１ かごしま介護予防力強化事 2,440 2,440 3,560 68.5
業

２ 地域包括支援センター職員 473 473 854 55.3
等研修事業

３ 地域支援事業 3,076,989 527,388 521,883 101.0

計 3,079,902 530,301 526,297 100.7
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４ 23年度実施計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

１ かごしま介護予防力 ・かごしま介護予防力強 ・かごしま介護予防力強 ・かごしま介護予防力強
強化事業 化委員会の開催(２回) 化委員会の開催(２回) 化委員会の設置・開催

・共生・協働の介護予防 ・共生・協働の介護予防 (１回)
事例発表会・シンポジウ 県民フォーラムの開催 ・介護予防事業を行うＮ
ムの開催(１回) (１回) ＰＯ法人の調査
・介護予防推進のための ・まちかど薬局元気生活 ・介護予防実践者研修会
ＮＰＯ法人との協働指針 度チェックマニュアル等 の実施(３回)
の策定 作成，研修 ・薬局へのアンケート調
・まちかど薬局元気生活 ・介護予防従事者専門研 査，薬剤師への研修会
度チェック研修 修会(３回) (１回)
・介護予防従事者専門研 ・介護予防の効果検証 ・介護予防の効果検証
修会(３回)
・介護予防の効果検証

２ 地域包括支援センタ ・地域包括支援センター ・地域包括支援センター ・介護予防支援指導者研
ー職員等研修事業 職員研修の実施 １回 職員研修の実施 ２回 修への派遣 ４人

・地域包括支援センター
職員研修の実施 ２回

３ 地域支援事業 ・地域支援事業交付金の ・地域支援事業交付金の ・地域支援事業交付金の
交付 43市町村 交付 43市町村 交付 43市町村

計527,148千円 計492,300千円 計482,789千円
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事業名 あまみ長寿・子宝プロジェクト （所 管：保健医療福祉課 企画調整係）

継続（平成16年度）

１ 目 的
奄美地域特有の「長寿」や「子宝」等の特性を分析・検証した成果を核とし，少子・高齢化に対応したモ

デルとなる総合的な地域社会づくりとともに，長寿・癒し等の資源や魅力を活用した産業・観光の振興を促
進することにより，「長寿・子宝・癒しの島 あまみ」の構築を図り，県民・国民の健康寿命の延伸と次世
代育成の支援を進める。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

１ あまみ長寿・子宝ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 県 あまみ長寿・子宝プロジェクト戦略ビジョン 国 1/2
戦略ビジョン推進事業 の円滑な推進を図るため，「あまみ長寿・子宝 県 1/2

プロジェクト推進協議会」等を設置・運営する
とともに，これまでの取組成果を島内外へ情報
発信するなど，プロジェクトの普及に努める。

２ 「長寿・健康の島」継承 県 奄美地域は100歳以上の長寿者が多い「長寿 国 1/2
・発展事業 の島」である一方，平均寿命が短い地域がある 県 1/2

などの健康課題を抱えているため，その要因分
析及び調査研究を行い，その結果を広く住民に
普及することにより，奄美群島の自立的発展を
促進する。

３ 巡るいのちのキョラジマ 市町村 あまみ長寿・子宝プロジェクトの奄美群島へ 国 5/10
創造事業 の普及・定着を図るため，地元市町村が地域住 県 1/10

民や関係機関・団体等と協働しながら，群島の 市町村 4/10
「長寿」，「子宝」，「癒し」などの地域資源
を生かして実施する事業に対して支援を行う。

４ スギ花粉の少ない島あま 県 奄美群島の観光振興を図るため，奄美群島の 国 1/2
みＰＲ事業 旅行商品の造成やポスターの作成・大都市圏で 県 1/2

の配布等により「スギ花粉の少ない島」として
奄美群島を全国にＰＲし，花粉症患者をはじめ
とする観光客の誘致を促進する。

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

あまみ長寿・子宝プロジェクト戦略 2,148 2,148 3,189 67.4
ビジョン推進事業

「長寿・健康の島」継承・発 1,366 1,366 2,426 56.3
展事業

巡るいのちのｷｮﾗｼﾞﾏ創造事業 8,832 5,297 9,474 55.9

スギ花粉の少ない島あまみＰ 1,468 1,468 1,750 83.9
Ｒ事業
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４ ２３年度事業計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

１ あまみ長寿・子宝プロジ ・あまみ長寿・子宝プ ・あまみ長寿・子宝プロ ・あまみ長寿・子宝プ
ェクト戦略ビジョン推進事 ロジェクト推進協議 ジェクト推進協議会の ロジェクト推進協議
業 会の開催 開催（7/28，2/1） 会の開催

２回開催（予定） ・産業・観光関係者等を （7/13，10/19，3/25)
・産業・観光関係者等 対象としたセミナーの ・産業・観光関係者等
を対象としたセミナ 実施（7/29） を対象としたセミナ
ーの実施（予定） ・プロジェクトの普及・ ーの実施（7/14）
・プロジェクトの普及 啓発 ・プロジェクトの普及
・啓発 ・啓発

２ 「長寿・健康の島」継承 ・調査結果報告書の作 ・生活習慣に関するアン ・人口動態統計や健診
・発展事業 成 ケート調査の実施 データの収集及び早

・健康課題への対応策 ・栄養調査 世に関する要因を分
の検討 析
・調査結果等の住民へ ・栄養調査
の周知
・島民運動への展開

３ 巡るいのちのキョラジマ ・伝統食等の「集落ブ ・「健康」「長寿・子
創造事業 ランド」に「長寿・ 宝」「癒し」の付加価 ・｢長寿｣｢健康｣をキー

癒し」にまつわる 値を付けた，地域ブラ ワードにした特産品
『物語』の付加価値 ンドや健康野菜の活用 の開発及び地域ブラ
を付けて，地域の活 促進，ＰＲ ンドの創出
性化につなげる ・長寿食材の復活栽培に ・地元の地域資源を活
・高齢者を中心に長寿 よる地域活性化・海の 用したﾍﾙｽﾂｰﾘｽﾞﾑの
食材を活用した特産 資源を活用した滞在型 推進
品の開発・販売及び 観光の確立 奄美市,和泊町,与論町
長寿レシピ集の作成 ・長寿・子宝の島として （１市２町３事業)
・長寿食材の復活栽培 の地域資源や文化の研
による地域活性化 究・再生による産業・
・「健康野菜」「島唄 観光の活性化
・島踊り」の伝承に 奄美市,宇検村，龍郷
よる町づくりの推進 町，天城町，伊仙町
及び観光受入体制の （１市３町１村５事業)
整備
奄美市,大和村，龍郷
町，天城町，伊仙町
（１市３町１村５事業)

４ スギ花粉の少ない島あま ・花粉症患者を対象と ・花粉症患者を対象とし －
みＰＲ事業 した旅行商品の造成 た旅行商品の造成及び

及び商品のＰＲ 商品のＰＲ
・大都市圏での奄美群 ・大都市圏での奄美群島
島のＰＲ のＰＲ

５ あまみシマ博覧会事業 － － ・健康と癒しの着地型
※ （体験型）観光メニ

ューを集積した季節
限定のイベントの実
施 など
（事業主体：奄美大
島体験交流受入協議
会）

※「あまみシマ博覧会」事業は，九州新幹線開業対策観光地づくり事業の一環として観光課が実施。

第 ７ 平 成 ２ ３ 年 度 事 業 の 概 要
Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造
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事業名 衛生統計事業 （所管：保健医療福祉課 企画調整係）

継続（昭和20年度外）

１ 目 的
厚生労働行政施策の基礎資料を得るため，各種の保健統計調査を行う。

２ 内 容

事 業 区 分 事業主体 事 業 内 容 負担区分

衛生統計事業（委託） 国 厚生労働省大臣官房統計情報部所管の統計調 国 10/10
査を受託し，別表のとおり統計調査及び業務報
告を行う。

〃 （県単） 県 保健統計情報の提供，衛生統計年報の発行 県 10/10
など

３ 予 算

県 予 算 額
事 業 区 分 総事業費 備 考

23年度当初 22年度当初 対前年比
千円 千円 千円 ％

衛生統計事業（委託） 7,281 7,281 11,184 65.1

〃 （県単） 262 262 233 112.4

４ ２３年度事業計画及び事業実績

事 業 区 分 平 成 23 年 度 平 成 22 年 度 平 成 21 年 度

衛生統計事業（委託） 別表の各種統計調査 別表の各種統計調査 別表の各種統計調査
の実施 の実施 の実施

〃 （県単） 衛生統計年報の発行 衛生統計年報の発行 衛生統計年報の発行
（300部） （400部） （400部）
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衛 生 統 計 調 査 の 概 要

調 査 名 根 拠 法 令 目 的 調査対象／調査内容／* 成果物 周 期

１ 人 口 動 態 調 査 〇統 計 法 人口動態事象を数 人口動態５事象(出生,死亡,死 毎 月
（基幹統計） （平19．法律53） 量的に把握し，人口 産,婚姻,離婚)の動向・現状・

〇人口動態調査令 及び厚生労働行政施 実態等
（昭21．勅令447） 策の基礎資料を得
〇人口動態調査令 る。 * 月報(概数),月報(年計分)
施 行 細 則 年報(確定数),年報(報告書)
（昭23．厚生省令6号） 〈以上厚生労働省発行，以下「国」と省略。〉

衛生統計年報〈県〉

２ 医療施設動態調査 〇統 計 法 医療施設の分布及 すべての医療施設（病院・診 毎 月
（基幹統計） （平19．法律53） び整備の実態を明ら 療所）を対象として，医療法に （各年10月1日

○医療施設調査 かにするとともに， 基づき開設・廃止・変更等の届 から１年間）
規 則 医療施設の診療機能 出又は処分をした事項
（昭28．厚生省令25号） を把握し，医療行政

の基礎資料を得る。 * 概況及び報告書〈国〉
衛生統計年報〈県〉

３ 医療施設静態調査 〇統 計 法 同 上 すべての医療施設（病院・診 ３年に１回
（基幹統計） （平19．法律53） 療所）を調査客体とする 【次回調査】

○医療施設調査 ○病院票 平成２３年
規 則 ○一般診療所票
（昭28．厚生省令25号） ○歯科診療所票

* 概況及び報告書〈国〉
衛生統計年報〈県〉

４ 患 者 調 査 〇統 計 法 病院及び診療所を 全国の医療施設から都道府県 ３年に1回(10月)
（基幹統計） （平19．法律53） 利用する患者につい 別に抽出した医療施設を利用し 【次回調査】

〇患者調査規則 て，その傷病状況等 た患者を対象とする 平成２３年
（昭28．厚生省令26号） を明らかにし，医療 ○病院入院（奇数）票

行政の基礎資料を得 ○病院外来（奇数）票
る。 ○病院（偶数）票

○一般診療所票
○歯科診療所票
○病院退院票
○一般診療所退院票
* 概況及び報告書〈国〉
衛生統計年報〈県〉

５ 国民生活基礎調査 〇統 計 法 保健，医療，年金 国が指定する調査地区内の世 毎 年(６月)
（基幹統計） （平19．法律53） 福祉，所得等国民生 帯及び世帯員を対象とする

〇国民生活基礎調査 活の基礎的事項を調 ○世帯票 大規模調査３年
規 則 査して，厚生労働行 家計支出額，最多所得者，世 に１回
（昭61．厚生省令39号） 政の企画及び運営に 帯主との続柄，性，出生年月 【次回調査】

必要な基礎資料を得 医療保険の加入状況，傷病の 平成２５年
るとともに，各種調 状況等
査の調査客体を抽出 ○健康票
するための親標本を 性別，出生年月，入院，入所
設定する。 の状況，病状名等

○介護票
* 概況及び報告書〈国〉

６ 病 院 報 告 〇統計法 全国の病院，療養 病院（療養病床を有する診療 毎 年
（一般統計） （平19．法律53） 病床を有する診療所 所）を対象とする。なお，従事 患者票(毎月)

〇医 療 法 における患者の利用 者票は病院を対象とする。 従事者票
（昭23．法律205） 状況及び従事者の状 ○患者票 (年1回 10月1日)
〇医療法施行規則 況を把握し，医療行 在院患者数，新入院患者数，
（昭23．厚生省令50） 政の基礎資料を得 退院患者数，外来患者数等

る。 ○従事者票
医師・歯科医師・薬剤師・看
護師等の数
* 概況及び報告書〈国〉
衛生統計年報〈県〉
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Ⅰ－１ 心豊かに生涯を送れる健康長寿県の創造

衛 生 統 計 調 査 の 概 要

調 査 名 根 拠 法 令 目 的 調査内容／* 成果物 周 期

７ 受 療 行 動 調 査 〇統計法 医療施設を利用す 一般病院を利用した患者（入 ３年に1回(10月)
（一般統計） （平19．法律53） る患者について，受 院・外来）を対象とする。 【次回調査】

療の状況や受けた医 ○外来患者票 平成２３年
療に対する満足度等 他の医療機関の受診の有無，
を調査することによ 診療前待ち時間，診療時間，病
り，患者の医療に対 気に対する説明の状況，ｶﾙﾃに
する認識や行動を明 ついての患者の希望，満足度等
らかにし，今後の医 ○入院患者票
療行政の基礎資料を 他の医療機関の受診の有無，
得る。 病気に対する説明の状況，ｶﾙﾃ

についての患者の希望医療機関
の選択理由,診療結果,満足度等
* 概況及び報告書〈国〉

８ 社会保障・人口問題 〇統計法 少子化対策や社会 国立社会保障・人口問題研究 毎 年
基 本 調 査 （平19．法律53） 保障政策を考察する 所の委託調査である。
（一般統計） 上での基礎資料を得 毎年，テーマが変わる。

る。 * 報告書〈国〉

９ 医師・歯科医師・ 〇統 計 法 医師，歯科医師及 全ての医師，歯科医師，薬剤 ２年に１回
薬剤師調査 （平19．法律53） び薬剤師について， 師を対象とする。 (12月31日現在)

（一般統計） ○医 師 法 性，年齢，業務の種 住所，性，生年月日，登録年 【次回調査】
（昭23．法律201） 別・従事場所及び診 月日，業務の種別，主たる業務 平成２４年
○歯 科 医 師 法 療科名等による分布 内容，従事先の所在地，従事す
（昭23．法律202） を明らかにし，厚生 る診療科名等
○薬 剤 師 法 労働行政の基礎資料 * 概況及び報告書〈国〉
（昭35．法律146） を得る。 衛生統計年報〈県〉

10 地域保健・健康 〇統 計 法 地域住民の健康の 保健所及び市町村の事業活動 毎年度
増 進 事 業 報 告 （平19．法律53） 保持及び増進を目的 の内容
（一般統計） 〇地 域 保 健 法 とした地域の特性に （主な調査事項）

（昭22．法律101） 応じた保健施策の展 ・母子保健等ｻｰﾋﾞｽの実施状況
〇健 康 増 進 法 開等を実施主体であ ・保健所の連絡調整等実施状況
（平14．法律103） る保健所及び市町村 ・職員の設置状況及び保健所職

ごとに把握すること 員の市町村への援助状況
により，地域保健対 ・健康増進事業の実施状況
策の効率・効果的な
推進のための基礎資 * 報告書〈国〉
料を得る。

11 衛生行政報告例 〇地 方 自 治 法 都道府県・指定都 健康政策・保健医療・生活衛 毎年度
（一般統計） （昭22．法律67） 市・中核市における 生・薬務関係の行政実績

衛生行政の実態を把 ○年度報47 隔 年
握し，国及び地方公 隔年報11
共団体の衛生行政運
営のための基礎資料 * 報告書〈国〉
を得る。 衛生統計年報〈県〉


